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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第107期
第１四半期
連結累計期間

第108期
第１四半期
連結累計期間

第107期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 10,322,249 13,011,303 43,362,146

経常利益又は経常損失(△) (千円) △199,260 338,262 406,948

四半期(当期)純利益又は四半期純
損失(△)

(千円) △107,308 210,456 135,181

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △131,386 195,471 147,531

純資産額 (千円) 15,462,777 15,840,293 15,741,466

総資産額 (千円) 25,918,763 27,876,696 26,418,760

１株当たり四半期(当期)純利益金
額又は１株当たり四半期純損失金
額(△)

(円) △5.55 10.89 7.00

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 59.7 56.8 59.6

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」は、第107期第１四半期連結累計期間については１

株当たり四半期純損失であり、また潜在株式がないため記載しておりません。第108期第１四半期連結累計期

間、第107期については、潜在株式がないため記載しておりません。

３　第107期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災により大きな打撃を受けましたが、地

震直後の混乱は終息に向かっており一部に復興に向けた回復の兆しが見られました。しかしながら、原発

事故に伴う電力供給問題や、中東・北アフリカの政情不安による原油価格の高騰懸念など、景気は厳しく

先行き不透明な状況で推移いたしました。

　配合飼料業界におきましては、主原料である米国産とうもろこしおよび大豆粕の価格が、需給の逼迫と在

庫水準の低さから高騰しており、また、海上運賃も底堅く推移しているため、配合飼料価格の値上げを実施

しました。

　このような状況のなか、当社グループは、積極的に飼料の販売を行ったことにより販売数量が前年同期を

上回り、加えて配合飼料価格を値上げした影響から売上高は130億11百万円（前年同期比26.1%増）となり

ました。営業利益は２億76百万円（前年同期の営業損失２億69百万円）となり、経常利益は３億38百万円

（前年同期の経常損失１億99百万円）、四半期純利益は２億10百万円（前年同期の四半期純損失１億７百

万円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。　

飼料事業

売上高は、販売数量の増加や配合飼料価格の上昇等により125億64百万円（前年同期比27.3％増）とな

り、セグメント利益（営業利益）は３億11百万円（前年同期比102.3％増）となりました。

畜産事業

売上高は、出荷数量の減少等により４億47百万円（前年同期比1.7％減）となり、セグメント利益（営

業利益）は29百万円（前年同期のセグメント損失39百万円）となりました。
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(2)財政状態の分析

(資産の部)

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ14億57百万円増加し、278

億76百万円となりました。これは、主に売上高の増加により受取手形及び売掛金が14億12百万円増加した

ことによるものです。

　

(負債の部)

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ13億59百万円増加し、120

億36百万円となりました。これは、主に仕入価格の上昇により支払手形及び買掛金が10億43百万円増加し

たことによるものです。

　

(純資産の部)

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ98百万円増加し、158億

40百万円となりました。これは、主に利益剰余金が１億13百万円増加したことによるものです。　

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(4)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は20百万円であります。

　

(5)生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間の生産高は、106億72百万円（前年同期比22.8%増）となりました。これは主

に原材料価格の高騰によるものであります。

　当第１四半期連結累計期間の販売高は、130億11百万円（前年同期比26.1%増）となりました。これは主に

販売数量の増加、配合飼料価格の値上げによるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 79,591,000

計 79,591,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,830,82520,830,825
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 20,830,82520,830,825― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

─ 20,830,825 ─ 2,011,689 ─ 1,904,186

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができませんので、直前の基準日である平成23年３月31日の株主名簿により記載しておりま

す。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 　1,510,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式　19,280,000 19,280 ─

単元未満株式 普通株式      40,825 ― ─

発行済株式総数           20,830,825 ― ―

総株主の議決権 ― 19,280 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権４個)含まれて

おります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）
日和産業株式会社

神戸市東灘区住吉
浜町19-５

1,510,000 ─ 1,510,000 7.2

計 ― 1,510,000 ─ 1,510,000 7.2

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

日和産業株式会社(E00454)

四半期報告書

 7/16



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,994,799 4,010,565

受取手形及び売掛金 9,560,657 10,972,733

商品及び製品 204,597 166,842

仕掛品 315,104 329,977

原材料及び貯蔵品 1,861,059 2,152,754

その他 1,034,688 996,391

貸倒引当金 △162,063 △185,194

流動資産合計 16,808,844 18,444,070

固定資産

有形固定資産 4,425,135 4,317,806

無形固定資産 12,876 12,196

投資その他の資産

長期貸付金 4,038,084 3,970,050

破産更生債権等 3,685,871 3,302,339

その他 1,726,947 1,719,232

貸倒引当金 △4,279,000 △3,889,000

投資その他の資産合計 5,171,903 5,102,622

固定資産合計 9,609,915 9,432,625

資産合計 26,418,760 27,876,696

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,045,341 5,088,984

短期借入金 5,353,500 5,353,500

1年内返済予定の長期借入金 17,252 17,252

未払法人税等 312 131,500

賞与引当金 115,370 185,055

その他 749,555 855,836

流動負債合計 10,281,332 11,632,129

固定負債

長期借入金 17,253 17,253

長期未払金 112,040 112,040

退職給付引当金 266,668 274,981

固定負債合計 395,961 404,274

負債合計 10,677,293 12,036,403
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,011,689 2,011,689

資本剰余金 1,904,186 1,904,186

利益剰余金 12,071,750 12,185,603

自己株式 △293,976 △294,019

株主資本合計 15,693,648 15,807,459

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 31,310 24,950

繰延ヘッジ損益 16,507 7,883

その他の包括利益累計額合計 47,817 32,833

純資産合計 15,741,466 15,840,293

負債純資産合計 26,418,760 27,876,696
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 10,322,249 13,011,303

売上原価 9,613,613 12,024,237

売上総利益 708,635 987,066

販売費及び一般管理費 978,224 710,339

営業利益又は営業損失（△） △269,588 276,727

営業外収益

受取利息 35,573 33,322

受取配当金 4,966 6,558

為替差益 31,016 26,236

その他 20,848 16,141

営業外収益合計 92,404 82,258

営業外費用

支払利息 19,440 17,797

その他 2,634 2,926

営業外費用合計 22,075 20,723

経常利益又は経常損失（△） △199,260 338,262

特別利益

投資有価証券売却益 1,000 －

特別利益合計 1,000 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△198,260 338,262

法人税、住民税及び事業税 △91,000 128,000

法人税等調整額 48 △193

法人税等合計 △90,951 127,806

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△107,308 210,456

四半期純利益又は四半期純損失（△） △107,308 210,456
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△107,308 210,456

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △12,315 △6,359

繰延ヘッジ損益 △11,761 △8,624

その他の包括利益合計 △24,077 △14,984

四半期包括利益 △131,386 195,471

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △131,386 195,471

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

 偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対

して、次の通り債務保証を行っております。

㈲拓新 100,000千円

協栄ファーム㈲ 100,000千円

他10社 70,823千円

計 270,823千円

 偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対

して、次の通り債務保証を行っております。

㈲拓新 100,000千円

協栄ファーム㈲ 100,000千円

他７社 62,402千円

計 262,402千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 112,405千円
　

減価償却費 131,635千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 96,615 5.00平成22年３月31日平成22年６月30日 利益剰余金

　

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 96,602 5.00平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金

　

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
(千円)
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(千円)
(注)２

飼料事業
(千円)

畜産事業
(千円)

計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,867,381454,86810,322,249 ─ 10,322,249

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

234,937 ─ 234,937△234,937 ─

計 10,102,318454,86810,557,186△234,93710,322,249

セグメント利益又は損失(△) 154,237△39,788114,448△384,037△269,588

(注)１　セグメント利益の調整額△384,037千円には各報告セグメントへ配賦していない費用（貸倒引当金繰入額及び

退職給付費用に係る年金資産の時価評価差額並びに管理部門に係る費用等）384,308千円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
(千円)
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(千円)
(注)２

飼料事業
(千円)

畜産事業
(千円)

計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,564,204447,09913,011,303 ― 13,011,303

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

255,717 ― 255,717△255,717 ―

計 12,819,921477,09913,267,021△255,71713,011,303

　セグメント利益 311,97229,891341,864△65,137 276,727

(注)１　セグメント利益の調整額△65,137千円には各報告セグメントへ配賦していない費用（管理部門に係る費用等）

64,807千円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

△５円55銭 10円89銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(千円)

△107,308 210,456

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(千円)

△107,308 210,456

普通株式の期中平均株式数(株) 19,322,538 19,320,437

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、前第１四半期連結累計期間については１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式がないため記載しておりません。当第１四半期連結累計期間については、潜在株式がないた

め記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月12日

日和産業株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　増　　田　　　　　豊　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　市　　裕　　之    印
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日和
産業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日和産業株式会社及び連結子会社の平成23年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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